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事業評価シート

№22

管理番号 事業名 みてみてわたしの作品展事業 評価時期 25年7月

担当課 教育課 担当名 生涯学習・スポーツ担当

事業期間 □単年度　■単年度繰返(昭和51年度開始)　□期間限定(　　年度～Ｈ　　年度)

根拠法令 町条例・要綱等

予算
科目

一般会計

科目
教育費 社会教育費

生涯学習推進費 生涯学習推進事業費

総合計画の
位置づけ

「心豊かな人と文化を育むまち」づくり

生涯学習の充実

文化芸術活動の推進と文化財保護の充実

対　象
（誰、何を）

　一般町民、児童生徒(小学生、中学生、高校生)

意　図
（事業の狙い）

　町民への芸術活動発表の機会の提供と、感性あふれる心豊かな人づくり、芸術文化の
かおり高い町づくりを推進する。

見直しの履歴
　平成18年度から町芸術文化協議会より、児童生徒の部における優秀な作品に対して
表彰を行っている。

実施内容
　広く町民から作品を募集し、文化月間に合わせて展示開催する。
　出展数　23年度　626点　24年度　555点

区　分 Ｈ20決算 Ｈ21決算 Ｈ22決算 Ｈ23決算 Ｈ24決算

費
用

   事業費合計 11 10 17 7

費用合計

24

人
件
費

主担当職員

その他職員

その他

11 10 17 7 24

財
源

特
財

国・県補助金

地方債

その他財源

一般財源 11 10 17 7 24

コストの
増減理由

　年度によって応募数や応募者数が変動するため、展示パネルや装飾品の購入
によるコストの増減がある。
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【項目別評価】（Ａ高～Ｄ低）

A B A

✓�

【総合評価と改善計画】

ランク

【外部評価と評価委員意見】

妥当性
（行うことは適当か）

効率性
(削減余地がないか)

有効性
(成果が向上しているか)

当初の目的を達成している
事業費を節減する余地があ
る

上位施策にあまり貢献してい
ない

住民ニーズが低下、または
サービス過剰

従事人数を節減する余地が
ある

対象を見直す余地がある

国・県事業と重複 事務改善の余地がある
成果向上のために事業内容
を見直す余地がある

民間と競合している
町民負担を見直す余地が
ある

継続実施しても成果向上の
余地がない

理由 理由 理由

　町民の芸術・文化活動の啓発に
貢献していると考える。

　同時期に町民芸術祭展示部門
も開催されているため、開催形態
を見直す必要がある。

　生涯学習実践者の発表機会で
あるとともに、多くの町民が芸術
文化に目を向ける有効な機会で
あると考える。

Ａ:計画どおり事業推進が適当　　　　Ｂ:事業の進め方に改善が必要
Ｃ:事業規模、内容等の見直しが必要　Ｄ:事業の統合、休・廃止が必要

総合評価

　児童生徒の応募作品(俳句･書道･絵画)について町教育委員会教育長
と町芸術文化協議会長の連名で表彰しており、見学に訪れる町民も多い。
　町民の作品を展示する有効な機会であり継続するべきと考えるが、町民
芸術祭も同時期の開催であるため開催形態の見直しが必要である。

B

町民・議会等の
要望・時期等

今後の方向性 □廃止　□休止　□終了　□統合　□継続　■一部見直し　→ 見直しの方向性

改善計画
　本事業は真室川町芸術文化協議会との共催であり、町民
芸術祭と開催時期が近いことから、合同開催を提案する。

減
↑

費
用
↓

増

✓�

　　縮小 ← 成果 → 拡大

外部評価 外部評価委員意見

B 　町民芸術祭との関わりに改善を加え、500点以上もの出展数があるこの事業は、文
化の発展には重要な事業である。


